
７７．．２２１１豪豪雨雨災災害害かからら学学ぶぶ今今後後のの防防災災対対策策  
生生命命
い の ち

ににかかかかわわるる防防災災・・減減災災へへのの取取りり組組みみ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３３．．防防災災対対策策ののポポイインントト  

４４．．取取りり組組みみ     

情報の伝達・早期避難の実現・災害に対する平常時からの活動 

① 初動体制 - 気象情報発表時の人員配置、災害対策本部における施設整備、現地被災情報の早期確認、 
災害対策本部内の情報共有、関係機関との専用回線の確保、報道対応体制の確立 

② 避難勧告 - 防災情報・気象情報の活用、避難情報の発令基準の明確化、要援護者施設に対する避難情報の
伝達、避難情報発令区域の明確化 

③ 情報の収集・伝達 - 本庁における防災機器の整備、職員に対する防災教育の見直し、防災対応体制の改編 
情報収集・整理担当の配置、市民へ情報伝達手段の整備、同報系防災行政無線 

④ 避難所運営 - 避難所統括担当の配置、避難所施設の整備 
⑤ ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰの運営 - ボランティアセンターの位置付けの明確化、災害ボランティア支援体制の整備 
⑥ 広 報 - 災害時の広報計画の策定、広報担当班の育成 
⑦ その他 - 地域防災力の強化  

 

１１．．検検証証  【【防防府府市市豪豪雨雨災災害害検検証証委委員員会会】】  

７７．．２２１１豪豪雨雨にによよりり災災害害時時要要援援護護者者をを含含むむ多多くくのの市市民民がが犠犠牲牲ととななっったた 

２２．．防防災災キキーーワワーードド  

①①迅迅速速なな初初動動体体制制のの確確立立  
  
・・平平常常時時かかららのの訓訓練練やや防防災災教教育育
のの計計画画的的なな実実施施  
・・気気象象情情報報へへのの的的確確なな対対応応体体制制
のの確確立立  
・・迅迅速速なな災災害害対対応応がが出出来来るる体体制制
のの整整備備  
（（災災害害対対策策本本部部のの充充実実等等））  
・・多多様様なな手手段段にによよるる迅迅速速なな情情報報
のの収収集集とと確確実実なな情情報報伝伝達達のの実実
施施  

②②早早期期避避難難のの実実現現  
へへ向向けけたた取取りり組組みみ  

・・的的確確なな避避難難情情報報のの発発令令  
・・気気象象情情報報ななどど避避難難にに関関すするる有有
効効なな情情報報のの収収集集とと情情報報のの活活用用  
・・避避難難所所計計画画のの見見直直しし及及びび避避難難
所所施施設設のの整整備備  
・・災災害害のの危危険険性性やや避避難難情情報報発発令令
のの意意味味、、そそのの重重要要性性のの啓啓発発ななどど
にによよるる住住民民意意識識のの改改革革  
・・早早期期のの情情報報伝伝達達ななどど要要援援護護者者
避避難難へへのの支支援援  

早期避難 
迅速な避難情報の発令、自主

避難など安全な避難行動を

行うための啓発、災害時要援

護者への支援 

初動対応 
情報の収集と伝達、市の迅速

な初動対応、地域における初

動対応 

 

平常時の備え 
予期せぬ豪雨により突然起こ

る土砂災害や浸水に備える

平常時における対策 

 

③③防防災災意意識識のの高高揚揚  とと  
自自主主防防災災組組織織のの普普及及  

・・防防災災意意識識のの啓啓発発  
・・ハハザザーードドママッッププをを活活用用ししたた地地
域域のの危危険険度度のの周周知知とと住住民民理理解解
のの促促進進  
・・自自主主防防災災組組織織化化のの促促進進及及びび活活
動動支支援援  
・・自自主主防防災災リリーーダダーーななどどのの人人材材
育育成成支支援援  
・・官官民民一一体体ととななっったた防防災災力力のの向向
上上  


